
 

 
 

合意単価 
 
 
 
 令和８年６月１７日に締結した令和８年度 姥ヶ原山渓間工事における契約に用い

る単価または金額（契約単位が一式の項目については単価ではなく金額）については

別添単価表のとおり 

 

 

 

単価合意書締結日：令和８年６月２６日 
 



工事区分
(レベル１)

工種
（レベル２）

種別
（レベル３）

細別
（レベル４）

渓間工 式 1 28,546,000

治山土工 式 1 1,938,000

作業土工 式 1 1,938,571

礫質土掘削 m3 209 2,347 490,523

軟岩（Ⅱ）掘削 1300kg級 BH=0.8m3級 m3 312 4,048 1,262,976

岩盤清掃 m2 140.1 1,321 185,072

治山ﾀﾞﾑ工 式 1 26,423,000

ｺﾝｸﾘｰﾄ谷止工 L=36.0m H=8.0m V=605.2m3 式 1 25,555,920

コンクリート打設 18-8-40BB m3 605.2 29,777 18,021,040

丸太残存型枠 丸太残存型枠　内部型枠あり m2 223.2 18,194 4,060,900

治山ダム型枠（放水路含む） 間伐材利用合板型枠　内部型枠あり m2 216 12,137 2,621,592

止水板 CC 300*7mm ｍ 15.8 5,016 79,252

水抜パイプ VUφ500mm ｍ 4.5 32,604 146,718

足場(ｷｬｯﾄｳｫｰｸ) ｍ 234 2,677 626,418

間詰工 式 1 867,198

間詰コンクリートA 18-8-40BB 本体同時打設 m3 8.5 28,658 243,593

間詰コンクリートＢ 18-8-40BB 本体別打設　小型構造物 m3 6.8 32,849 223,373

型枠 一般型枠 小型構造物 m2 31.1 7,962 247,618

丸太筋 3本筋工 植付なし ｍ 1.9 5,851 11,116

植生マット伏 250m2未満 週休2日補正:月単位　4週8休　時間的制約無 m2 42.1 3,361 141,498

渓間工付属物設置工 式 1 185,000

銘板工 式 1 185,244

堤名板取付 Ｃ型 枚 1 139,500 139,500

治山シンボルマーク取付 枚 1 45,744 45,744

仮設工 式 1 2,450,000

仮設工 式 1 2,450,000

工事用道路工 式 1 152,758

敷鉄板設置･撤去 枚 3 9,835 29,505

舗装版破砕 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版 障害無し 対策不要 15cm以下 積込有り m2 648.7 190 123,253

廻排水工 大型土のう・排水パイプ併用 式 1 82,585

廻排水 大型土のう・排水パイプ併用 式 1 82,585

産業廃棄物処理 式 1 1,206,729

産業廃棄物処分費（岩塊） m3 312.4 3,232 1,009,676

産業廃棄物処分費（As殻） ｔ 152.4 1,293 197,053

産業廃棄物運搬 式 1 1,008,440

ﾀﾞﾝﾌﾟ運搬10t 軟岩 片道8.7km BH山積0.80m3 m3 312.4 2,535 791,934

殻運搬 舗装版破砕 機械積込(騒音対策不要,舗装版厚15cm以下) DID無し 11.5km以下 良好 m3 64.9 3,336 216,506

直接工事費 式 1 30,996,000

共通仮設費計 式 1 4,096,066

共通仮設費(積上げ分計) 式 1 317,000

運搬費 式 1 21,760

仮設材運搬 製品L≦12m 片道10km 往復 ｔ 2.4 9,067 21,760
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安全費 式 1 295,401

安全管理費 式 1 295,401

共通仮設費(率計上) 式 1 3,409,746

現場環境改善費(率計上) 式 1 369,320

純工事費 式 1 35,092,066

現場管理費 式 1 11,913,339

工事原価 式 1 47,005,405

一般管理費等 式 1 8,695,183

一般管理費等計 式 1 8,695,000

工事価格 式 1 55,700,000

消費税相当額 式 1 5,570,000

請負金額 式 1 61,270,000

　なお、本単価表に記載のない工種（レベル２）が追加された場合の直接工事費及び本単価表に記載のない細別（レベル４）が追加された場合の共通仮設費（積上げ分）について
は、変更時の価格を基礎として協議する。


